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中部支部での宅地の地盤相談と課題、今後の展望

１．宅地の地盤相談あらまし 相談員制度・目的・枠組み
２．実績（件数等）・事例
３．相談事例を通じて明らかとなってきた相談側としての課題
４．課題解決に向けた現在の取り組み、認識の共有
５．今後の展望、取り組みの方向性（案）
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アウトライン

地盤品質判定士会では、一般の方向けに宅地の地盤相談を行っている。
これまで対応を行う中で分かってきた課題を報告し、
今後よりよい地盤相談を提供する上で取り組んでいくべき方向性を示す。

主旨

地盤品質判定士・株式会社アサノ大成基礎エンジニアリング
桃井信也
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１．宅地の地盤相談あらまし 相談員制度・目的・枠組み
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宅地の地盤相談

・本部および支部のホームページで一般の方から受付

・本部HPでは業者の紹介はしない、事業者の相談は受け付けない等の注意書きあり
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１．宅地の地盤相談あらまし 相談員制度・目的・枠組み
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相談員登録規定(R5 4月改定)

・相談員研修を受けた地盤品
質判定士を登録する制度

・住民相談に対して公募して
選任する流れとなっている

・中部支部では現状支部の判
断で相談員を指名する流
れに留まっている（支部会
員の相談員に公募できる
流れに至っていない）
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２．実績（件数等）・事例
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相談件数

・本部、支部共に年々相談件数は増加（２０２２年度は途中集計 全195件、中部10件（年度末で11件））

・全体では擁壁・斜面・土地に関する相談が多い

・支部では擁壁、土地の他近年の大規模盛土造成地に関する相談等も多い

未公表資料外部開示不可
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２．実績（件数等）・事例
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相談件数

・本部、支部共に年々相談件数は増加（２０２２年度は途中集計 全195件、中部10件（年度末で11件））

・全体では擁壁・斜面・土地に関する相談が多い

・支部では擁壁、土地の他近年の大規模盛土造成地に関する相談等も多い
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２．実績（件数等）・事例
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相談事例

【多い相談例】

・土地の地盤リスク（斜面安定・液状化・沈下）を教えて欲しい。

・擁壁が安定しているか教えて欲しい。

・大規模盛り土造成地に該当しているが大丈夫であるか。

【回答に慎重を要する、又は対応が難しい相談例】

・土砂災害警戒区域に建築物を建てる方法を教えて欲しい。

・隣地の工事に伴い擁壁・地盤に変状が生じた、又は将来的にトラブルとなる
心配が無いか。（補償を求めたい 又はその後は大丈夫か、など種々）

・より具体な係争案件の相談等

⇒具体の事象に対して危険性や将来の予見を求める内容の場合、一般論、
助言を超えた回答が必要となる場合がある

⇒こうした質問への回答は慎重に作成が必要となる
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３．相談事例を通じて明らかとなってきた相談側としての課題
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支部発足3年目時点での「宅地の地盤相談」の支部としての課題

・結果として広く相談員に活躍頂く場を作れていない

・新規に対応される方がスムースに対応できる流れが必要

⇒より広く一般の方に地盤相談を活用して頂くうえでの支部としての体制作り

大別 概要 具体の内容

体制・負担 対応人員の母数
が少ない

支部幹事で対応する現在の体制では、相談が集中した際や年度末
などに迅速な対応が難しい場合がある。
分野ごとの専門性で回答者が限定される場合がある（宅地造成、
擁壁、地盤、大規模造成盛土など全てを深く扱える判定士は少な
い）。

高 度 な 相談 内
容・具体的な質
問も多い

質問者が十分に勉強をされている方、知識のある方など、無償相
談の場合でも質問内容が具体で、質問内容に直接的に回答する場
合、十分な下調べ等が必要となり時間を要す場合がある。

ルール・成果
の程度

報酬制度 有償相談の金額の目安は支部としても決めているが技術的判断の
所見まで整理すると実費程度となる。どの程度まで対応すべきか。

地盤相談で行わ
ないことの情報
共有

・業者（地盤調査、工事など）の紹介は行わない。
・原則係争案件は受け付けていない。

リスク 回答内容の瑕疵 無償相談であっても回答に齟齬・誤り等があった際にクレーム・トラ
ブル等も懸念される。

その他 慣れ 個人の方向けの対応に慣れが必要。

私が個人的に感じた課題で支部全体の意見ではありません

４．課題解決に向けた取り組み、認識の共有
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・これまでに解決してきたこと（相談員向け）

①相談に対する標準回答文案を整備

②中部支部の標準報酬を整備

③回答の位置づけ、免責事項の文案を整備中（課題①にリンク）

・判定士、相談員として認識が必要であること（判定士の資質向上として整備）

①設計基準（公共事業の基準書はリスクゼロではない）

⇒一般の方の相談者と認識にギャップが無いように、

特に有償相談では事前に丁寧な説明が必要。

②一般の方向けのアドバイスの範疇であるのか、質問に対する技術的

判断か、明確に意識して回答を作成することが重要。

⇒B to Cの相談は内容を十分に説明し事前合意することが必須

⇒継続して議論が必要
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５．今後の展望・取り組みの方向性（案）
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【基本となる考え方（案）】

・地盤品質判定士の役割：地盤のトラブル・係争を未然防止する

（一般の方がそのようなことに遭遇しないようアドバイス・助言する視点）

【中部支部組織として整備・備えておきたいこと】

・東南海地震の発震時⇒多くの相談が寄せられる可能性がある

(最近地震が頻発しています)

・北海道胆振東部地震、熊本地震の対応事例を参考に何ができるか

検討が必要

【相談員のトラブル防止の視点で（支部として整備）】

・回答の位置づけ、免責事項を提示できるよう考え方・文案を整備

・有償相談＝必ずしも業務ではない（標準報酬案は現地確認、アドバイス実費程度の

位置づけ）

・技術的判断を要する又は回答する相談での適切な費用設定

（他支部の取り組みも参考にサービス提供できる流れを整備）

地盤品質判定士が広く社会に必要にされていけるよう支部として

枠組み作りに取り組んでいきたい


